
〜 Quickけあ Build37 ピックアップ 〜 
 

 

1/2 

No システム 内容 P  No システム 内容 P 

① 

居宅介護⽀援 

地域包括⽀援 

⼩規模多機能 

特定施設（外部） 

養護⽼⼈ﾎｰﾑ＋ 

新しい利⽤票イメージの画⾯を追加致しました。 

※現⾏の⽉間スケジュール管理画⾯の置き換えとなりま

すが、現⾏の⽉間スケジュール管理画⾯はそのまま利⽤で

きるようにしております。 

※詳細は補⾜資料「新しい利⽤票イメージの画⾯.pdf」を

ご覧下さい。 

3  ⑦ 基本情報 

利⽤者登録画⾯の「介護予防」->「相談②（来所者）」で来所

者の住所等を利⽤者情報や既に登録済みの家族情報から複写

できる機能を追加致しました。 

9 

② 全般 
リモートサポートツールを利⽤できないようにする設定

項⽬を追加致しました。 
4  ⑧ 基本情報 

「基本情報（介護予防）」帳票で利⽤者の携帯番号を印字する

ように対応致しました。 
10 

③ 全般 

左側に利⽤者⼀覧、右側に選択された利⽤者の履歴が表⽰

される画⾯に、利⽤区分、検索区分の抽出条件を追加致し

ました。 

5  ⑨ 業務⽇誌 
業務⽇誌で左側の利⽤者⼀覧に抽出条件に該当する件数を利

⽤者毎に表⽰するように対応致しました。 
11 

④ 全般 
職員ごとに Myメニューのみの利⽤に制限できるよう対応

致しました。 
6  ⑩ 業務⽇誌 

Ｂｕｉｌｄ３６で削除した業務⽇誌のカレンダー形式①（カレ

ンダーから⽇付を選択し、１⽇分の⽤務⽇誌⼀覧が確認できる

表⽰形式）の画⾯を復活致しました。 

12 

⑤ 基本情報 
利⽤者⼀覧画⾯で電話番号による抽出ができる項⽬を追

加致しました。 
7  ⑪ 業務⽇誌 

業務⽇誌で時系列の表⽰を新しい順・古い順で切り替えられる

ように対応致しました。 
13 

⑥ 基本情報 

利⽤者の介護保険証/要介護認定情報及び介護予防の作成

履歴の並び順を最新の履歴が⼀番上に表⽰されるように

変更致しました。 

8  ⑫ 

居宅介護⽀援 

地域包括⽀援 

⼩規模多機能 

特定施設（外部） 

養護⽼⼈ﾎｰﾑ＋ 

業務状況モニタ画⾯に新しい利⽤票イメージの画⾯にも遷移

できるように対応致しました。 
14 

 今回ご提供させていただきます『Build37』について、Build36から変更/追加された内容のうち、ポイントとなる項⽬をピックアップし、 

各システムに分けてご紹介いたします。なお、仕様変更など重要な項⽬も含まれておりますので、必ずご確認していただきますようお願い致します。 



 

2/2 

No システム 内容 P      

⑬ 

「サービス利⽤票/提供票等」印刷画⾯からサービス提供

票および別表を印刷したときに帳票の右上に事業所番号、

事業所名、サービス種類を印字するように対応致しまし

た。 

 

   

 

⑭ 

居宅介護⽀援 

地域包括⽀援 

⼩規模多機能 

特定施設（外部） 

養護⽼⼈ﾎｰﾑ＋ 

「サービス利⽤票/提供票等」印刷画⾯の「サービス提供

票をサービス提供にあたる事業所数分印刷する」のチェッ

ク項⽬で初回表⽰は”チェックあり”となるように変更致し

ました。 

15 
 

   

 

⑮ 
「サービス提供票」印刷画⾯からサービス提供票および別

表を印刷したときに帳票の右上に事業所番号、事業所名、

サービス種類を印字するように対応致しました。 

16 
     

⑯ 

居宅サービス 

訪問介護＋ 

訪問⼊浴介護＋ 

通所介護＋ 

通所リハビリ＋ 

福祉⽤具貸与＋ 

居宅サービス計画書（１）の下記項⽬を居宅介護⽀援から

各計画書へ取込めるように対応致しました。 

<対象項⽬> 

・利⽤者及び家族の介護に対する意向 

・総合的な援助の⽅針 

17 

     

⑰ 訪問介護＋ 
訪問⼊浴介護＋ 

賃⾦単価表の設定で、訪問別の加算項⽬に介護内容区分の

条件を設定できるように追加致しました。 
18 

     

⑱ 
⼩規模多機能 

特定施設（外部） 

養護⽼⼈ﾎｰﾑ＋ 
担当利⽤者管理画⾯を追加致しました。 19 

     

 

 



1. サービス利⽤票を”利⽤票イメージ”で⼊⼒可能な⽉間スケジュール管理画⾯を追加いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※現⾏の⽉間スケジュール管理画⾯の置き換えとなりますが、現⾏の⽉間スケジュール管理画⾯はそのまま利⽤できるようにしております。 

※詳細は補⾜資料「新しい利⽤票イメージの画⾯について.pdf」をご覧下さい。 

居居宅宅介介護護支支援援  

地地域域包包括括支支援援  

⼩規模多機能型居宅介護 

外部ｻｰﾋﾞｽ利⽤型特定施設 

対対象象ササーービビスス  

養護⽼⼈ホーム＋ 



2. リモートサポートツールを利⽤できないようにする設定項⽬を追加いたしました。 

【メニュー】：全般（システム管理->システム設定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【リモートサポートツール利⽤有無の設定】 
 

①管理者でログインします。 

職員 ID：9999999（※） 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ：admini（※） 

※初期値から変更していない場合 

②“システム設定”を開きます。 

③“共通”の“その他”タブを開き、“リモ

ートサポートツールを利⽤する”のチ

ェックを外します。 

[メニュー]：システム管理->システム情報->システム設定 

Quickけあ遠隔サポートのアイコンが 

⾮表⽰になります。 

※“F11”キーからの遠隔サポート画⾯

の呼び出しもできなくなります。 

トップメニュー（右上） 



3. 左側に利⽤者⼀覧、右側に選択された利⽤者の履歴が表⽰される画⾯に、利⽤区分、検索区分の抽出条件を追加致しました。 
[メニュー]：全般 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【利⽤区分、検索区分の抽出条件】 

利⽤区分、検索区分の抽出条件は利⽤者基本情報の 

“利⽤状況”で設定した内容が反映されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

抽出条件に“利⽤区分”“検索区分”

が追加されます 

[メニュー]：基本情報->利⽤者->利⽤者->利⽤状況 

利⽤状況を“利⽤中”

の状態に設定してお

く必要があります 



4. 職員ごとにMyメニューのみの利⽤に制限できるよう対応いたしました。 
[メニュー]：全般（基本情報->事業者->職員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Quick Myメニューのみ利⽤可能とする設定】 
 

②“職員”を開きます。 

③“その他”タブの“My メニューのみ利

⽤可能””にチェックします。 

[メニュー]：システム管理->システム情報->システム設定 

通常画⾯ではなく 

Myメニューが起動します！ 
※通常画⾯への表⽰切替も不可 

① Quickけあを通常通り 

起動します。 

②各職員の ID/パスワードで 

ログインします 

①管理者でログインします。 

職員 ID：9999999（※） 

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ：admini（※） 

※初期値から変更していない場合 



5. 利⽤者⼀覧画⾯で電話番号による抽出ができる項⽬を追加致しました。 
[メニュー]：基本情報->利⽤者->利⽤者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電話番号を⼊⼒し“Enter”キーを押下します。 

※ ハイフン（―）⼊⼒は不要です！ 

※ “あいまい検索（電話番号の⼀部）”が可能です！ 



6. 利⽤者の介護保険証/要介護認定情報及び介護予防の作成履歴の並び順を最新の履歴が⼀番上に表⽰されるように変更致しました。 
[メニュー]：基本情報->利⽤者->利⽤者（介護保険情報） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新しい履歴） 

（古い履歴） 

最新の履歴が⼀番上に 

表⽰されます 



7. 利⽤者登録画⾯の「介護予防」->「相談②（来所者）」で来所者の住所等を利⽤者情報や既に登録済みの家族情報から複写できる機能を追加致しました。 
[メニュー]：基本情報->利⽤者->利⽤者（介護予防） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来所者情報の取得先 

利⽤者本⼈の住所等を複写 

“利⽤者情報より住所、電話

番号を複写”を押下します。 

登録済みの家族情報を複写 

ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾒﾆｭｰから対象者を選

択し“複写”を押下します。 

[メニュー]：基本情報->利⽤者->利⽤者（個⼈情報） 

家族情報より 

複写した場合 



8. 「基本情報（介護予防）」帳票で利⽤者の携帯番号を印字するように対応致しました。 
[メニュー]：基本情報->利⽤者->利⽤者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利⽤者本⼈の携帯番号が

表⽰されます 

①“印刷プレビュー”を 

押下します。 
②“利⽤者基本情報（介護予防）” 

または“利⽤者基本情報（介護予防／

同意なし）”を押下します。 

[帳票]：利⽤者基本情報（介護予防） 



9. 業務⽇誌で左側の利⽤者⼀覧に抽出条件に該当する件数を利⽤者毎に表⽰するように対応致しました。 
[メニュー]：トップメニュー（画⾯右上）->業務⽇誌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在右画⾯の業務⽇誌の

⼀覧に表⽰されている件

数が表⽰されます。 

【抽出件数の使⽤例】 

平成 22年 9⽉に業務⽇誌が全く登録されていない利⽤者を抽出する 

①⽉指定にて 

“平成 22年 9⽉”を指定します 

②“抽出件数”を押下します。

③“（空⽩）”にチェックします。 

④“OK”を押下します。

未登録（空⽩）の 

利⽤者が抽出されます 



10. Ｂｕｉｌｄ３６で削除したカレンダー形式①（カレンダーから⽇付を選択し、１⽇分の⽤務⽇誌⼀覧が確認できる）の画⾯を復活致しました。 
[メニュー]：トップメニュー（画⾯右上）->業務⽇誌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[画⾯]：カレンダー（⽇単位） 

[業務⽇誌⼀覧画⾯] 

業務⽇誌には、左記以外に以下の表⽰画⾯があります。
 
 

[画⾯]：表 

[画⾯]：カレンダー

“表⽰切替”より表⽰画⾯を変

更することができます。 



11. 業務⽇誌で時系列の表⽰を新しい順・古い順で切り替えられるように対応致しました。 
[メニュー]：トップメニュー（画⾯右上）->業務⽇誌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

並び順より⼀覧に表⽰する業

務⽇誌の並び替えを⾏えます。

[業務⽇誌⼀覧画⾯] 
 
 
 

（新） 

（古） 

 

（新） 

（古） 

 
時
系
列
：
新
し
い
順

時
系
列
：
古
い
順 



12. 業務状況モニタ画⾯に新しい利⽤票イメージの画⾯にも遷移できるように対応致しました。 
[メニュー]：各種運⽤システム※->その他->業務状況モニタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利⽤票形式の⼊⼒画⾯に 

直接移動します。 

[※各種運⽤システム] 
◆居宅介護⽀援 -> その他 -> 業務状況モニタ（介護） 

◆居宅介護⽀援 -> その他 -> 業務状況モニタ（予防） 

◆介護予防⽀援 -> その他 -> 業務状況モニタ 

◆特定施設（外部） -> その他 -> 業務状況モニタ 

◆養護⽼⼈ﾎｰﾑ＋ -> その他 -> 業務状況モニタ 



13. 「サービス利⽤票/提供票等」印刷画⾯からサービス提供票および別表を印刷したときに帳票の右上に事業所番号、事業所名、サービス種類を印字するように対応致しました。 

14. 「サービス利⽤票/提供票等」印刷画⾯の「サービス提供票をサービス提供にあたる事業所数分印刷する」のチェック項⽬で初回表⽰は”チェックあり”となるように変更致しました。 

[メニュー]：各種運⽤システム※->⽉間スケジュール->サービス利⽤票・提供票等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“事業所番号”“事業所名”“サービス種類” 

が印字されます。 

[帳票例]：サービス提供票 

初回表⽰は⾃動でチェックが⼊ります。 

※チェックあり・なしを切り替えた場合、

端末単位にその状態が保存されます 

[※各種運⽤システム] 
◆居宅介護⽀援 -> ⽉間スケジュール -> サービス利⽤票・提供票等 

◆居宅介護⽀援 ->⽉間スケジュール -> サービス利⽤票・提供票等 

◆介護予防⽀援 ->⽉間スケジュール -> サービス利⽤票・提供票等 

◆特定施設（外部） ->⽉間スケジュール -> サービス利⽤票・提供票等 

◆養護⽼⼈ﾎｰﾑ＋ ->⽉間スケジュール -> サービス利⽤票・提供票等 



15. 「サービス提供票」印刷画⾯からサービス提供票および別表を印刷したときに帳票の右上に事業所番号、事業所名、サービス種類を印字するように対応致しました。 

[メニュー]：各種運⽤システム※->提供票印刷メニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス提供票 

[例]：通所介護>⽉間スケジュール->サービス提供票 

[※各種運⽤システム] 
◆居宅サービス -> ⽉間スケジュール -> サービス提供票印刷 

◆訪問介護＋ -> ⽉間スケジュール -> サービス提供票印刷 

◆訪問⼊浴介護＋ -> ⽉間スケジュール -> サービス提供票印刷 

◆通所介護＋ -> ⽉間スケジュール -> サービス提供票印刷 

◆通所リハビリ＋ -> ⽉間スケジュール -> サービス提供票印刷 

◆福祉⽤具貸与＋ -> ⽉間スケジュール -> サービス提供票印刷 
サービス提供票別表 



16. 居宅サービス計画書（１）の項⽬を居宅介護⽀援から各計画書へ取込めるように対応いたしました。 
[メニュー]：各種運⽤システム※->居宅サービス計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居宅介護⽀援（居宅サービス計画書） 通所介護（通所介護計画書） 

利⽤者及び家族の介護に対する意向 

総合的な援助の⽅針 

利⽤者及び家族の介護に対する意向 

総合的な援助の⽅針 

“居宅介護⽀援システムから計画書（１）を取込む” 

をクリックします。 

[※各種運⽤システム] 
◆居宅サービス -> ケアプラン -> 居宅サービス計画書 

◆訪問介護＋ -> サービス利⽤者 -> 訪問介護計画書 

◆訪問⼊浴介護＋ -> サービス利⽤者 -> 訪問⼊浴介護計画書 

◆通所介護＋ -> ケアプラン -> 通所介護計画書 

◆通所リハビリ＋ -> ケアプラン -> 通所リハビリ計画書 

◆福祉⽤具貸与＋ -> サービス利⽤者 -> 福祉⽤具貸与計画書 



17. 賃⾦単価表の設定で、訪問別の加算項⽬に介護内容区分の条件を設定できるように追加いたしました。 
[メニュー]：訪問（⼊浴）介護->その他->賃⾦単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【訪問別の加算項⽬に介護内容区分の条件を設定する】 
 

[メニュー]：訪問介護->活動実績集計->ヘルパー賃⾦計算 

[メニュー]：訪問介護->その他->賃⾦単価表 

“訪問別”にチェックします。 

 
 

サービス種類と介護内容区分

が設定できます。 

加算項⽬に介護内容区分の条件を

設定するとができます。 

※以下の例では介護内容区分が 

“⾝体介護”の場合に⾃動算定 



18. 担当利⽤者管理画⾯を追加いたしました。 

[メニュー]：各種運⽤システム※->その他->担当利⽤者管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員の⼀覧には下記職員登録メニューの「介護

⽀援専⾨員の有無」にて“介護⽀援専⾨員であ

る”を選択した職員が表⽰されます。 

［メニュー］：基本情報->事業者->職員（介護

⽀援専⾨員タブ） 

担当利⽤者の情報は様式１１：給付管理票に 

反映されます。 

※職員登録画⾯や利⽤状況/⼊退院等からも従

来通り登録できます。 
①“担当利⽤者管理”を 

クリックします。 

②“担当職員”を選択します。 

※選択状態の職員には   が 

表⽰されます 

③“新規”をクリックします。 

④利⽤者を選択します。 

⑤“担当期間”を設定します。 

[※各種運⽤システム] 
◆養護⽼⼈ﾎｰﾑ＋ -> その他 -> 担当利⽤者管理 

◆特定施設（外部） -> その他 -> 担当利⽤者管理 

◆⼩規模多機能 -> その他 -> 担当利⽤者管理 



担当利⽤者の引継ぎや担当期間の終了を⼀括処理することも可能です。 

例：介護⼤和さんが介護⼤輔さんの担当利⽤者全員を平成 22年 10⽉ 1⽇から引き継ぐ場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②引継ぎを⾏う利⽤者を 

チェックします。 

③“⼀括移動”を 

クリックします。 

④“変更”を 

チェックします。 

⑤引継ぎを⾏う“開始⽇”を

設定します 
 

⑥引継ぐ職員を選択します 

⑦“実⾏”“をクリックします 

①“介護⼤輔さん”を 

選択します。 

“介護⼤和さん”に平成22年

10⽉ 1⽇から担当利⽤者が

引き継がれます。 


